
答弁結果 
 

 質問 水野（正）議員（自民・恵那市）令和７年１２月１２日（金） 

 

 ２ 笠松競馬場外発売所「シアター恵那」の今後について 

 

  答弁 知事 

シアター恵那は、笠松競馬場で展開する熱戦、これを多くの競馬ファンに届けると

ともに、地域のふれあいの場として、岐阜県地方競馬組合が恵那峡を望む風光明媚な

地に開設した施設でございます。 

開設当時の平成 10年度には、馬券販売額は約 26億円を計上し、年間の入場者数は

約 10万１千人と多くの来場者がありました。また、地元の方々にご利用いただけるよ

う整備しました３つの多目的ホールは、年間 20件のイベントなどにご利用いただいた

ところでございました。 

しかしながら、令和６年度には、馬券販売額は約９千万円にまで減少しており、支

出の面では施設の維持管理費や人件費などの経常経費が増加傾向であることから、シ

アター恵那の単体の収支は、約 4,100万円までに赤字が拡大しております。加えて、

開設から 27年が経過し、建物も老朽化しており、今後は空調設備や配管設備の更新が

必要となってきております。 

さらに、令和６年度の年間の入場者数は約１万２千人と、平成 10年度の約 10分の

１にまで減少しており、施設内のレストランも今年４月に閉鎖されております。また、

多目的ホールは、現在全く利用されておらず、地域のふれあいの場としての機能が薄

れてきております。 

こうした中、先程ご指摘いただきました、今年 10月には、地元恵那市さんから県と

組合に対して、「恵那峡地域や恵那市全域の活性化の拠点として、シアター恵那を是

非とも活用させていただきたい。欲しい。」という要望をされたところでございます。 

恵那峡周辺は、多くの人々が国内外から訪れ、また働き住んでもらえるポテンシャ

ルの高い地域と認識しております。従いまして、シアター恵那の持つ約２万６千平方

メートルのまとまった敷地を、地域の活性化の起爆剤として活用することは、県とし

て進めているリニアを活用したまちづくりに大きな役割を果たすものと考えておりま

す。 

こうしたシアター恵那の経営状況や市の要望、地域活性化の観点などを踏まえ、組

合や組合の構成員である県・笠松町・岐南町との間で、今後の方向性について具体的

な検討を進めるとともに、シアター恵那を廃止し敷地を恵那市へ譲渡することも視野

に入れつつ、県としても組合と市との間の協議にしっかり関わりながら、検討を進め

てまいります。 
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